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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体に対し収納及び突出可能にポップアップ動作する可動部材と、
　前記可動部材を前記収納状態に保持するためのソレノイドと、
　付勢力が前記可動部材の突出時には弱まって前記可動部材の収納時には強まる付勢特性
を具備する付勢部材と、
　前記可動部材に前記突出方向に対し斜めに設けられる斜面部と、
　前記可動部材の押し下げ時に前記斜面部に当接して回動し、前記付勢部材の前記付勢力
を徐々に強めさせる付勢力付与部材と、を備えることを特徴とする可動部材のポップアッ
プ機構。
【請求項２】
　前記ソレノイドは、可動部を有し、通電ＯＮ／ＯＦＦにより前記可動部への吸着力の強
弱が切り替わり、前記吸着力が強となっている時に前記可動部材を前記収納状態に保持す
ることを特徴とする請求項１に記載の可動部材のポップアップ機構。
【請求項３】
　前記付勢部材は、前記ソレノイドの前記吸着力が弱となった時に前記収納状態保持を解
除する方向へ前記ソレノイドの可動部が動くように付勢することを特徴とする請求項２に
記載の可動部材のポップアップ機構。
【請求項４】
　前記可動部材を前記本体に対して突出する方向へ常時付勢する第２の付勢部材を更に備
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え、
　前記付勢部材は前記第２の付勢部材とは異なる位置に配置され、前記付勢力付与部材を
前記斜面部に当接する回動方向に付勢するねじりコイルバネであることを特徴とする請求
項１から３のいずれか一項に記載の可動部材のポップアップ機構。
【請求項５】
　前記付勢力付与部材は、前記斜面部に対する当接面を有して回動するカムであることを
特徴とする請求項１から４のいずれか一項に記載の可動部材のポップアップ機構。
【請求項６】
　前記可動部材は、カメラ本体に組み込まれるストロボであることを特徴とする請求項１
から５のいずれか一項に記載の可動部材のポップアップ機構。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか一項に記載のポップアップ機構による可動部材を備えること
を特徴とする電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ストロボ等の可動部材のポップアップ機構と、そのポップアップ機構付きの
可動部材を備える電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えばソレノイドを利用したストロボポップアップ機構内蔵のカメラでは、ストロボの
確実な動作と軽い操作力が求められる。
　このようなソレノイドを利用したストロボポップアップ機構が特許文献１、２に提案さ
れている。
【０００３】
　特許文献１に提案される傾斜動作タイプのストロボポップアップ機構では、その図面中
の符号を併記すれば、緊定部材２のロックを解除するために必要な力は、撮影者がストロ
ボ１を押し下げることにより、ピン１２及びバネ保持部材１０の移動によってバネ１１に
チャージされる。
　ここで、ストロボ１でピン１２を押す力は、ストロボ１の回転軸１ｂとピン１２の位置
によりある程度までの荷重調整が可能であるが、図面中のような位置関係ではピン１２の
移動距離が短く直線的であるため、ストロボ１がピン１２に当たった時点で急激に押下力
が増加し、操作感が悪くなる。なお、ピン１２は、ソレノイド４に通電されて永久磁石の
力がなくなった時に、可動軸４ａを公報図面中左方に動かして、緊定部材２を公報図面中
時計回りに回動させてロックを解除するための力をバネ１１に貯めるためのものである。
【０００４】
　また、特許文献２に提案される垂直方向にスライド動作タイプのストロボポップアップ
機構の場合、特にその変形例の図１２中の符号を併記すれば、ストロボ４を出す時に、ソ
レノイド３０’に短時間通電して永久磁石の力を無くして、バネ１４’の力で第１レバー
１０’を公報図面中時計回りに回動させて、そのフック１０ｂ’をストロボ４の切欠き４
ｂ’から外す（公報図１２で実線の状態）。この時、第２レバー２０’はストロボ４の下
端で押さえ付けられているので、第１レバー１０’が回動できるだけの隙間は十分にある
。
【０００５】
　ストロボ４を収納するときは、撮影者が上から指で押し下げる。この時、第１レバー１
０’はソレノイド３０’の永久磁力に引っ張られて公報図１２実線状態にあるが、ストロ
ボ４下端の先端部４ｃ’と、第１レバー１０’のフック１０ｂ’とが当たって、第１レバ
ー１０’を公報図面中時計回りに回動（長孔で右方へスライド）させる。そして、ストロ
ボ４が完全に押し下げられた状態になったら、第１レバー１０’がバネ１４’に引っ張ら
れて、公報図面中反時計方向に回動（長孔で左方へスライド）して切欠４ｂ’にフック１
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０ｂ’がはまる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平７‐３６０９５号公報
【特許文献２】特開２００２‐２９６６４８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、特許文献２のスライド動作タイプのストロボポップアップ機構では、ストロボ
４を押し下げて第２レバー２０’をチャージ位置まで回動させるには、ストロボ４が第２
レバー２０’に当たってからの移動距離が極めて短いため、急激に押下力が増加し、操作
感が悪くなる問題がある。
【０００８】
　本発明の課題は、ソレノイドを用いた可動部材のポップアップ機構において、可動部材
がポップアップするためのバネ力を可動部材と連動してチャージできて、可動部材を軽い
操作力で滑らかに収納できるようにすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　以上の課題を解決するため、本発明は、
　本体に対し収納及び突出可能にポップアップ動作する可動部材と、
　前記可動部材を前記収納状態に保持するためのソレノイドと、
　付勢力が前記可動部材の突出時には弱まって前記可動部材の収納時には強まる付勢特性
を具備する付勢部材と、
　前記可動部材に前記突出方向に対し斜めに設けられる斜面部と、
　前記可動部材の押し下げ時に前記斜面部に当接して回動し、前記付勢部材の前記付勢力
を徐々に強めさせる付勢力付与部材と、を備える可動部材のポップアップ機構を特徴とす
る。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、可動部材がポップアップするためのバネ力を可動部材と連動してチャ
ージできて、可動部材を押して収納する際の操作感が向上する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明を適用した電子機器の一実施形態の構成としてカメラを示す斜視図で、ス
トロボ収納状態の図（ａ）と、ストロボポップアップ状態の図（ｂ）である。
【図２】図１のストロボのポップアップ機構を示す斜視図で、ストロボ収納状態を示した
図である。
【図３】図２のストロボ収納状態のポップアップ機構の側面図である。
【図４】図３のポップアップ機構のカムを説明するための断面図である。
【図５】図２のポップアップ機構のレバーの斜視図で、一側方から見た図（ａ）と、他側
方から見た図（ｂ）である。
【図６】図２のポップアップ機構のカムの斜視図で、一側方から見た図（ａ）と、他側方
から見た図（ｂ）である。
【図７】図２のポップアップ機構のソレノイド電源ＯＮ直後を示した図である。
【図８】図７のソレノイド電源ＯＮ直後のポップアップ機構の側面図である。
【図９】図８のポップアップ機構のカムを説明するための断面図である。
【図１０】図７のポップアップ機構のストロボポップアップ時（ソレノイド電源ＯＦＦ）
の位置関係を示した図である。
【図１１】図１０のストロボポップアップ時のポップアップ機構の側面図である。
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【図１２】図１１のポップアップ機構のカムを説明するための断面図である。
【図１３】図１２のストロボを押し下げている途中（ソレノイド電源ＯＦＦ）の位置関係
を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図を参照して本発明を実施するための形態を詳細に説明する。
（実施形態）
　図１は本発明を適用した電子機器の一実施形態の構成としてカメラを示すもので、図１
（ａ）はカメラ本体内へのストロボ１の収納状態を示している。
　また、図１（ｂ）はカメラ本体上へのストロボ１のポップアップ状態を示しており、図
示のように、ストロボ１の発光部１ｃが露出している。
【００１３】
　そして、図２及び図３はソレノイド１を利用したストロボポップアップ機構をストロボ
１の収納状態で示している。
　また、図４はその同じ状態のカム５を示している。なお、ソレノイド８の電源はＯＦＦ
である。
【００１４】
　図示のように、ストロボ１の下部には、フック部１ａが形成されるとともに、斜面部（
以下、スロープと呼ぶ）１ｂが形成されている。
　このストロボ１は、図示しない圧縮コイルバネによって常に上方に付勢されているが、
図示のように、そのフック部１ａの上にレバー３のフック部３ａが載って、下端の位置で
係止している。
【００１５】
　レバー３には、図５（ａ）及び（ｂ）に示すように、フック部３ａと腕部３ｂが一体に
形成されている。
　このレバー３は、軸２を中心に回動するもので、ねじりコイルバネ（以下、単にバネと
呼ぶ）４によって閉方向（図３では反時計回り）に付勢されている。
【００１６】
　一方、カム５には、図６（ａ）及び（ｂ）に示すように、穴５ａが形成されている。
　このカム５は、レバー３と同様、軸２を中心に回動するもので、その穴５ａにねじりコ
イルバネ（以下、単にバネと呼ぶ）６の一端が挿入されている。
【００１７】
　ここで、ストロボ１のスロープ１ｂによってカム５は開方向（図４では時計回り）に付
勢されることにより、バネ６が時計回りに付勢される。
　また、バネ６の他端６ａはリンク７に係合して下に下げる力が働く。
　これに反して、リンク７はソレノイド８の可動子９と係合しており、この可動子９はソ
レノイド８の電源がＯＦＦの時はソレノイド８に吸着されるため、リンク７は上方で保持
されて、バネ６のバネ力がチャージされる。
【００１８】
　次に、図７から図９はソレノイド８の電源がＯＮになった状態を示す。
【００１９】
　図示のように、ソレノイド８の電源をＯＮにすると、吸着力が減り、可動子９及びリン
ク７は、バネ６の力により下方に移動する。
【００２０】
　ここで、レバー３の腕部３ｂが、リンク７の下部７ａの下面に当接しているため、レバ
ー３は開方向（図８では時計回り）に付勢される。
　そして、レバー３のバネ６による開方向のトルクは、バネ４による閉方向のトルクより
大きく設定されているため、レバー３は開方向に回動し、そのフック部３ａがストロボ１
のフック部１ａから外れ、ストロボ１は前記圧縮コイルバネによって上方に移動を始める
。
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【００２１】
　次に、図１０から図１２はストロボ１が上方に上がり切った状態を示す。なお、ソレノ
イド８の電源はＯＦＦである。
【００２２】
　図示のように、ストロボ１が上方に上がると、そのスロープ１ｂも上方へ退避するため
、カム５は反時計回りに回動し、バネ６によるリンク７の下方への付勢が解除される。
　一方、レバー３は、ストロボ１のフック部１ａが退避するとともに、バネ６の反発力が
無くなるため、バネ４によって閉方向（反時計回り）に回動し、腕部３ｂがリンク７の下
部７ａを上方に押し上げ、リンク７に係合している可動子９がソレノイド８に吸着する。
【００２３】
　次に、図１３は撮影者によりストロボ１が下方に押されてスロープ１ｂがカム５に接触
した状態を示す。
【００２４】
　図示のように、スロープ１ｂがカム５に接触してから下端までの長さＬを移動する間に
、カム５が開方向に回動し、バネ６のバネ力がチャージされるが、スロープ１ｂのカム５
に対する仕事は次式で表される。
【００２５】
　Ｗ＝ＦＬ　・・・（式１）
　　ただし、Ｗ；仕事、Ｆ；力、Ｌ；長さ
【００２６】
　ここで、仕事Ｗは一定で、力Ｆは撮影者がストロボ１を下方に押動する力であり、操作
感を向上させるために、より軽くするのならば、長さＬを長くすると、式１が成り立つこ
とになる。
　従って、スロープ１ｂの形状によって荷重調整が可能であり、スロープ１ｂの形状をで
きる限り長く形成することで、押下力を急激に増加させずに、滑らかで軽い操作感が得ら
れる。
【００２７】
　図１３は可能な範囲でスロープ１ｂを長く形成している。
【００２８】
　以上において、ソレノイド８とバネ６とバネ４の関係は次の通りである。
【００２９】
（１）図２～４の状態、つまり、ストロボ１の収納状態でロックが掛かっており、ソレノ
イド８に通電していない状態では、
「ソレノイド８の永久磁石の吸着力（＋バネ４）＞バネ６」
という関係である。
【００３０】
（２）図７～９の状態、つまり、ソレノイド８に通電してロックが外れたばかりで未だス
トロボ１が収納された状態では、
「バネ６＞バネ４」
という関係である。
【００３１】
（３）図１０～１２の状態、つまり、ストロボ１のポップアップ状態で、ソレノイド８に
通電していない状態になるまでの間には、カム５が反時計回り方向に回動してバネ６が弛
むと同時に、バネ４によってロック用のレバー３が元の位置に戻るとともに、ソレノイド
８の可動子９が持ち上げられて永久磁石に吸着される。
　よって、図１０～１２の状態になった時点では、
「バネ４＞バネ６」
という関係になる。
【００３２】
（４）撮影者がストロボ１を上から押し下げて図１３の実線の位置になるまでの間は、
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「バネ４＞バネ６」
という関係が維持される。
　この後に、ストロボ１がさらに押し下げられると、ロック用のレバー３とカム５とが各
々の斜面に当たって時計回り方向にそれぞれ回動して、バネ４とバネ６とがそれぞれ圧縮
されるが、ソレノイド８の永久磁石の吸着は外れない。
　そして、ロック用のレバー３のフック部３ａが、ロック用のフック部１ａの下部のスロ
ープを乗り越えて反時計回り方向に少しだけ回動して、ロック用のフック部１ａ上に嵌ま
った時点で最初の状態（１）に戻る。
【００３３】
　以上、実施形態のストロボ１のポップアップ機構によれば、押し下げられるストロボ１
のスロープ１ｂに連動して回動するカム５により、ソレノイド８の電源ＯＮ時にレバー３
のフック部３ａのロックが外れるためのバネ６のバネ力をチャージできるため、ストロボ
１を押して収納する際の操作力を軽くすることができる。
　従って、ストロボ１の収納時の操作性向上を達成することができる。
【００３４】
　そして、スロープ１ｂの形状によって、ストロボ１を押し下げる荷重を調整することが
できる。
【００３５】
　さらに、スロープ１ｂをできる限り長く形成することで、滑らかで軽い操作感を保った
ままストロボ１を収納できるため、操作性がより向上する。
【００３６】
（変形例）
　以上の実施形態においては、カメラのストロボとしたが、本発明はこれに限定されるも
のではなく、アンテナやキャリングバッグのハンドルなど他の可動部材であってもよい。
　さらに、カメラに限らず、カメラを備える携帯電話など他の電子機器であってもよい。
　また、実施形態では、スライド動作タイプのポップアップとしたが、傾斜動作タイプの
ポップアップであってもよい。
　また、実施形態では、永久磁石を有するソレノイドを用いたが、永久磁石の代わりに電
磁石を有し、通電のＯＮ／ＯＦＦと吸着力の弱／強との関係を逆にしたソレノイドを用い
てもよい。
　さらに、付勢力付与部材のカム形状は実施形態に限らず任意であり、その他、具体的な
細部構造等についても適宜に変更可能であることは勿論である。
【００３７】
　以上、本発明のいくつかの実施形態を説明したが、本発明の範囲は、上述の実施の形態
に限定するものではなく、特許請求の範囲に記載された発明の範囲とその均等の範囲を含
む。
　以下に、この出願の願書に最初に添付した特許請求の範囲に記載した発明を付記する。
　付記に記載した請求項の項番は、この出願の願書に最初に添付した特許請求の範囲の通
りである。
〔付記〕
＜請求項１＞
　本体に対し収納及び突出可能にポップアップ動作する可動部材と、
　可動部を有し、通電ＯＮ／ＯＦＦにより前記可動部への吸着力の強弱が切り替わり、前
記吸着力が強となっている時に前記可動部材を前記収納状態に保持するためのソレノイド
と、
　前記ソレノイドの前記吸着力が弱となった時に前記収納状態保持を解除する方向へ前記
ソレノイドの可動部が動くように付勢し、その付勢力が前記可動部材の突出時には弱まっ
て前記可動部材の収納時には強まる付勢特性を具備する付勢部材と、
　前記可動部材に前記突出方向に対し斜めに設けられる斜面部と、
　前記可動部材の押し下げ時に前記斜面部に当接して回動し、前記付勢部材の前記付勢力
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を徐々に強めさせる付勢力付与部材と、を備えることを特徴とする可動部材のポップアッ
プ機構。
＜請求項２＞
　前記可動部材を前記本体に対して突出する方向へ常時付勢する第２の付勢部材を更に備
え、
　前記第２の付勢手段とは異なる位置に配置されている前記付勢部材は、前記付勢力付与
部材を前記斜面部に当接する回動方向に付勢するねじりコイルバネであることを特徴とす
る請求項１に記載の可動部材のポップアップ機構。
＜請求項３＞
　前記付勢力付与部材は、前記斜面部に対する当接面を有して回動するカムであることを
特徴とする請求項１または２に記載の可動部材のポップアップ機構。
＜請求項４＞
　前記可動部材は、カメラ本体に組み込まれるストロボであることを特徴とする請求項１
から３のいずれか一項に記載の可動部材のポップアップ機構。
＜請求項５＞
　請求項１から４のいずれか一項に記載のポップアップ機構による可動部材を備えること
を特徴とする電子機器。
【符号の説明】
【００３８】
１　ストロボ（可動部材）
１ａ　フック部
１ｂ　斜面部
１ｃ　発光部
２　軸
３　レバー
３ａ　フック部
３ｂ　腕部
４　バネ
５　カム（付勢力付与部材）
５ａ　穴
６　ねじりコイルバネ（付勢部材）
６ａ　他端
７　リンク
７ａ　下部
８　ソレノイド
９　可動子
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